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ふ
能
は

ru
る
山
陽
は
、

古
な
論
じ
て
今
金
計
り

l，') 

米
来
に
燃
す
る
の
外
~
ゆ
か
り
し
な
り
。

t
z
土
、
ノ
ヂ
会
、
ふ
《

f
i
1
J〉

話
古
今
・
ル
J3J心
J

」
る
れ
か
釦
が

こ

1
1
;、
父
h
i
k
市
川
令
へ
ん
3
1

子
主
~
口
子
孔

2
0

i
E
く
寺
白
山
在
、
3
3
2一
一
廿
じ
必

J

市
し
て
ぬ
作
成
就
せ
し
所

は
如
何。
門
人
に
興
ヘ
し
書
簡
に
向
く
、

拙
持
論
策
は
一
迎
論
古
今
和
決
も
の
故
語
議
と
名
付
清
一
候
へ
ど
も
名
は
未
定
に
候
何
介
氏
就
い
に
し

候
英
資
は
論
常
世
政
治
得
失
絞
る
の
に
て
北
(
名
目
賊
貌
は
九
州
古
品
お
本
に
て
侍
候
方
可
炊
…
と
も
存
倹
如
何
伎
一
代
議
治
文
立
法
潟
市
子
此
的

別
問
閥
以
来
巧
拙
は
抜
山
山
地
ナ
絞
之
総
背
之
文
縦
横
総
論
候
も
の
は
未
曾
有
と
存
候
也
何
卒
存
子
天
壌
問
候
校
に
は
い
七
し
皮
・
6ω
に
供
我
子

錦
故
及
予
此
不
可
一
…
訪
問
於
乞
人
々
々
一
階
吹
一
得
安
人
誇
説
間
口
。
と
。

然
ら
ば
此
の
如
き
的
学
問
の
目
的
主
以
で
如
何
に
山
陽
ば
設
時
の
日
本
の
政
治
合
検
討
し
、

伎
が
海
怒
と
せ
る
所
を
変
貌
せ
ん
と
努
力
せ
し

ゃ
。
か
の
終
息
十
の
理
想
が

に
ゐ
る
事
は
、

偶
々
我
凶
の
政
け
慌
を
論
宇
る
上
に
山
陽
の
便
宜
を
一
件
、
亡
る
所
な
り
し
が
如
し
。

然
れ
ど
も
こ

の
類
似
の
現
象
は
、

し
不
作
一
窓
に
せ
ば
忽
ち
日
本
を
し
て
交
郊
に
ら
し
な
る
危
険
ゐ
り
。

故
に
こ
の
間
の
必
姿
な
る
用
心

し
て
考

ヘ
細
心
の

と
を
以
て
封

3
5
れ
ば
、

i江
路3
乙フ
設
。〉

も
否
定
せ
グ
る
を
得
y
d

る
に
至
る
べ
し
。
ま
づ
封
建
治
下
に
生
れ
、

封
侯
に
民
事
せ
し
経
験
3

と
臣
事
し
つ

L

あ
る

乞
有
す
る
山
陽
一
に
於
て
は
、

勿
論
封
一
候
七
る
郷
関
心
主
君
の
恩
を
問
問
思
或
は
党
思
と
し

-~-~ s7 

て
高
宇
る
一
寄
る
る
ま
し
ん
ケ
エ
き

"
v
t
.

，
F
1
4
4
'
'
t
t
a
h
-
-
4
J
:
記

ι

A

V

-

ハソ
O

"
2
e
 

然
れ
ど
も
彼
に
み
り
て
は
決
し
て
唯
こ
の
一
小
川
仰
の
思
を
以
て
豆
大
な
り
と
考
ふ
る

h
d
x
 

る
も
の
め
り
。
乃
ち
臼
く
、
吾
嘗
趨
平
安
結
先
王
之
謹
良
一
向
否
姿
衣
以
行
一
治
則
前
カ
鍬
と
。
遠
く
着
摂
せ
ば
日
本
間
民
の
今
日
ゐ
る
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の
カ
に
よ
る
に
非
宇
や
。
封
伎
の
事
叉
何
か
ゐ
ら
ん
。
黙
れ
ば
別
ち
封
建
治
下
の
民
併
に
於
て
す
ら
綿
布
制
の
如
何
を
物
一
m
m
る
る
の
め
り
G

機
内
校
兵
の
王
制
に
徴
せ
ば
、
民
間
に
兵
街
街
門
を
稀
す
る
る
の
ふ
の
る
も
怪
し
む
に
足
ら
争
。
採
ら
ば
先
乏
の
古
制
を
嬰
じ
て
武
家
政
治
に

移
せ
る
者
は
何
人
ぞ
。
天
下
の
大
勢
、
源
平
二
氏
に
始
愛
し
、
足
利
氏
に
一
持
料
提
し
、
翠
原
氏
に
一
一
一
愛
し
て
封
建
の
形
成
れ
る
も
の
な
る
が
、

資
際
，
背
後
に
於
て
初
め
て
封
建
の
制
に
愛
ぜ
し
め
し
夜
一
政
入
試
何
者
ぞ
。

こ
れ
笈
に
大
江
昨
版
元
に
外
な
ら
令
。
抑
々
嬰
ぜ

5
る
能
は
‘
ざ
る

大
勢
め
り
し
と
錐
毛
、
勢
を
制
す
る
は
又
入
な
り
と
せ
ば
、
大
江
生
に
し
て
上
を
忍
ひ
、
朝
廷
に
し
て
大
江
ん
誌
を
此
虎
に
出
で
し
め
‘
ざ
る
の

設
資
め
り
し
な
ら
ん
に
は
‘
一
介
の
武
弁
源
税
制
制
を
し
て
M
m
府
の
野
哀
を
成
就
せ
し
め
符
ゴ
り
し
な
ら
ん
。
悲
し
上
下
分
を
守
ら
ば
勢
天
な

れ
ソ
と
難
も
未
然
に
之
守
秘
し
符
ベ
し
。
ぞ
の
原
理
は
喰
守
分
に
ゐ
り
。
民
心
筋
す
る
所
こ
れ
勢
の
存
す
る
所
な
り
。
之
が
」
得
れ
ば
飽
ハ
り
、
之

を
北
〈
へ
ば
亡
ぷ
。
人
宇
一
の
任
こ
〉
に
あ
り
'
O

然
れ
ど
も
敬
上
、
勢
に
よ
ら
ゴ
る
は
人
庄
の
任
な
り
。
故
に
人
君
た
る
も
の
は
常
に
北
保
氏
の

興
る
所
以
ケ
声
援
み
、
市
し
て
人
は
た
る
る
の
も
亦
北
俊
民
の
亡
ぶ
る
所
以
を
忘
る
〉
無
く
ん
ば
上
下
の
…
尚
南
な
が
ら
み
~
か
る
べ
し
。
杭
し
天

命
竣
じ
榛
下
に
移
り
分
楽
る
と
殿
も
、
我
閣
に
め
り
で
は
唯
級
機
職
分
の
奈
乱
推
移
み
る
の
み
に
し
て
、
帝
枚
む
い
が
ふ
る
事
は
な
き
な
り
。

邸
ち
主
政
の
弛
段
す
る
や
、
持
家
、
勢
に
瀦
口
し
て
権
合
移
せ
る
も
の
が
所
諮
武
家
政
治
な
り
。
然
れ
ば
勢
…
来
に
よ
り
て
符
に
る
も
の
又

勢
の
窮
ま
る
所
に
ふ
〈
は
グ
る
可
か
ら
宇
。
勢
を
制
す
る
者
、
そ
の
符
犬
に
よ
り
て
治
乱
久
迭
の
冊
一
A
b
-
-
生
宇
と
維
も
、
久
し
き
者
も
勢
な
れ
ば

ぞ
の
久
を
持
む
べ
か
ら
中
。
水
の
来
ぜ
ん
と
欲
す
る
に
設
り
て
之
合
同
せ
ん
と
し
、
同
せ
ん
と
す
に
来
せ
ん
と
す
る
も
持
勢
の
な
す
べ
か
ら

ぎ
る
も
の
な
り
。
治
者
は
勢
に
よ
る
も
本
ら
そ
の
勢
を
符
ま

J

ざ
る
に
め
り
。
今
絞
り
に
久
者
を
悠
川
氏
と
し
て
考
ふ
れ
ば
、
来
と
い
ひ
商
と

い
ふ
所
、
思
今
に
泌
ぐ
る
る
の
ゐ
る
べ
し
。
怒
川
氏
の
勢

れ
っ
と
は
'

日
本
政
記
巻
末
家
殺
太
政
大
阪
宣
下
の
僚
に
於
て
議
ぷ
る
所
な

り
。
こ
の
論
な
以
て
彼
の

し
つ
b

ゐ
る
社
諒
察
す
る
に
難
か
ら
み
γ
。
肉
、
山
陽
は
治
者
に
る
一
嬰
件

〆
九
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e
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L
し
し
て
耕
一
日
比
合
力
説
す
る
も
の
な
る
る
、

の
脅
に
従
へ
ん
と
す
る
も
の
に
非
字
。
此
の
如
き
は
堺
ろ
上
の
人
の
治

こ
は

守A

平
を
粉
飾
せ
ん
'
と
す
る
る
の
に
泌

偽
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y
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す
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以
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設
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以
来
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改
存
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し
ど
母
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i
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然
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に
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信



で
せ
ん
と
す
。
こ
れ
我
合
し
て
支
部
七
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
に
し
て
‘
此
の
如
く
ん
ば
部
経
静
得
枠
無
銭
の

に
民
一
す
と
い
は
ゴ
る
べ
か

ら
令
。
'
社
内
係
争
山
沿
〈
ま
で

・

i

l

l

j

-

ぷ
所
よ
り
し
て
、
政
治
に
於
て
も
力
主
義
に
傾
け
る
が
如
し
。
か
く
し
て
人
主
は
北
様
守
失
は
r
ぐ
る
椋

叉
機
と
力
と
を
粂
右
せ
し
め
ぎ
る
事
が
肝
一
裂
な
り
と
す
。
郎
も
、
サ
人
氏
を
一
に
し
，
大
阪
の
依

融
制

約
を
分
も
、
能
く
天
下
の
大
勢
を
制
し
て
治
合
致
せ
る
は
、
我
間
向
上
十
日
の
制
に
於
て
見
る
所
、
之
に
凶
れ
ば
治
ま
り
、
之
に

mw
ら
ゲ
れ
ば
乱

じ
大
阪
を
饗
戒
し
‘

一K
L
こ
り
v仇
f

f
い
h
d
h
d

二日ヲ、

F
i
ノ
p
t
f
ν
-
d
u

，A
i
」
1

・

る
〉
の
み
の
山
陽
の
ち
今
締
議
一
銭
は
‘
究
政
八
年
十
七
歳
の
時
の
作
な
り
と
い
ふ
。
然
も
こ
は
晩
年
間
熱
の
論
七
る
べ
き
治
議
の
所
見
に

於
て
も
特
に
綾
北
す
る
所
な
き
ゃ
一
見
る
な
り
。
市
し
て
彼
の
外
史
も
亦
年
少
の
時
に
著
作
の
端
を
後
せ
る
も
の
な
る
な
見
れ
ば
、
彼
の
経
術

が
単
な
る
遊
間
学
者
の
狭
民
一
似
に
非
合
ヲ
し
て
、

我
問
問
史
の
事
一
立
に
立
脚
せ
る
も
の
な
る
…
弟
、
従
来
孔
氏
守
主
と
し
て
我
に
擬
せ
ん
と
す
る

被
然
部
別
さ
る
べ
き
も
の
な
る
を
知
る
べ
し
。
こ
れ
山
協
の
所
論

関
憾
の
上
に
波
及
せ
し
む
る
事
な
く
、
そ
の
大
綱
に
於
て
誤
る
な
さ
所
以
な
り
。

式
々
し
て

に
ん
八
す
る
が
如
き
も
の
め
る
に
関
ら
字
、
政
憾
の

山
陽
は
民
政
の
論
に
於
て
も
交
を
以
て
根
本
義
と
な
せ
り
。
張
、
所
謂
衣
食
足
り
て
礎
的
を
知
る
の
見
解
に
合
す
る
も
の
の
如
く
、
財
の

貨
を
先
'
と
し
て
こ
ふ
総
文
の
美
も
存
し
符
土
な
す
。
七
?
と
ひ
税
山
町
水
準
校
の
制
の
如
き
備
は
る
と
殿
も
、
或
は
平
時
に
嬰
な
く
、
或
は
民
間
に

行
ふ
も
の
に
非
令
、
合
行
ふ
と
燃
も
紋
仲
逃
避
、
ぞ
の
笈
行
な
し

o
mし
て
井

m訟
の
如
き
は
、
行
ひ
難
き
る
の
の
充
な
り
と
い
ひ
、
然
も
此

を
以
て
ん
m
…
肘
?
と
な
さ
い
ふ
る
は
、
殺
の
鱒
柴
山
学
校
に
呉
れ
り
。
こ
は
彼
が
財
政
第
一
主
義
を
主
張
し
、
凡
て
交
を
以
て
先
と
す
る
唯
物
史
観
的

考
へ
方
を
民
政
論
に
於
て
も
趨
用
し
、
連
悠

ω踏
'
柴
島
十
校
第
一
主
義
な
る
と
五
反
封
に
し
て
、
叉
非
難
な
き
能
は
争
。
去
、
山
陽
は
俗
儒
一
か

笠
立
ち
て
後
に
支
を
保
つ
の
兵
と
し
て
従
来
す
べ
き
文
教
の
事
を
郊
で
先
務
な
る
が
如
く
主
張
す
る
本
末
類
例
の
謬
見
に
到
し
て
破
m仰
の
創

を
按
へ
る
も
の
な
る
べ
し
。
か
く
て
財
利
の

る
所
ゐ
り
o
A
M一
入
以
魚
川
内
と
い
ふ
は
別
に
新
味
な
き
も
、
こ
れ
古
昔
之
所
以
易
得

一一-G9一一四

民
後
世
之
炉
以
mm
夫
氏
な
り
曹
と
し
て
、
一
沢
民
全
財
科
に
恭
づ
け
て
設
く
所
、
部
も
山
坊
の
本
色
を
見
る
。
一
閃
し
て
一
新
在
事
に
際
し
て
の

m

'rp守
こ
¥
持
く
て
し
'
と
な
し
も

A

まんは一
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)
t
凶
一
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一
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，
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t
i
I
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広
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F
y
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y
t
i
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に
対
ゐ
て
鈴
ゐ
れ
り
と
し
て
部
苅
を
設
く
事
国
よ
り
新
寄
に
非
ぎ
る
も
、
凡
υ同

叉
無
郊
の

い
い
非
ざ
る
JC
知
る
べ
し
。
故
に
或
は
必
、
ず
し
も
利
を
路
(
す
を
要
せ
争
、
窓
口
47
除
く
を
先
訟

時
の
関
精
政
務
に
つ
い
て
叡
る
持
、
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と
な
す
と
一
就
く
等
も
，
常
時
の
世
諸
に

mm
ち
し
で
痛
切
の

仁
平
}
前
川
は
什
〉
ゐ
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を
ふ
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は
宇
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民
の
宮
む
は
般
の
富
む
な
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先
王
の

宮
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街
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用
皮
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節
し
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民
力
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よ
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全
自
作
し
て

〉
号
、
江
円
一
?
中
九
三
こ
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J
L
ド
し
は
ー
王
子
丸
山
崎
一
官

f
ド

fL
と
一
?
ト
v
k
{
干上

{
j
f
ノ
d
A
n
J
l
d
ム
均
九
三
七
一
民

f
M
ψ
i

せ
り
と
い

り
、
外
市
民
J

す
ら
も
の
し
仁
る
ご
十
内
政
七
り
。

文
自
ち
外
に
J

の
り
と
い
ふ
ペ
し
。
侭
、

主主

，y
と、
v

}

え
く
る
一
介
、

J

J

J
ノ

p
t
吃
寸
ノ

は
小
な
る

て
る
満
足
し
て
之
'Y
笠
行
し
、
山
陽
一
は
天
下
問
山
試
合
主
と
し
て
柊
に
笠
行
に
去
ら
玄
り
し
事
是
非
な
さ
mm
な
り
。
岱
時
、
恭
山
、
内
石
、
組

を
し
て
此
彪
に
力
な
対
ふ
る
に
五
ら
し
め
し
る
の
な
る
な
芯
へ
ば
、
山
間
附
る
亦

州
内
等
の
先
援
の
時
務
に
渇
宇
4
0
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竹川バ

7
・hb
p
へ
ま

/
C
J
t
F
P
L
m
L
カ

努
J
M

卒
者
く
と
も
い
ふ
。

立
ハ
後
‘
二
十
年
、

交
政

日
間
十
七
歳
の
各
市
河
米
庭
に
設
し

外
史
刊
行
の
手
段
と
し
て
林
大

J~ 

内
内
十
一
成
迷
矯
の
序
文
を
得
ん
と
せ
る

ゐ
り
。
か
く
て
二
十
数
年
の

に
、
此
節
外
史
ほ
ぃ
校
校
五
大
方
?
に
月
中
旬
迄
に
は
芳
下
可
巾
候
間
よ
ろ
し
く

mm川
捻
可
被
下
一
広
々
と

日
本
政
記
の
起
縞
は
外
史
仁
後
る
?
と
鰍
も
.
三
一
、
j
r
J

勺
一
ゅ
:
一

H
M

Z
6
5
毛
3

〓バ

て
愈
々
定
杭
JT
符
七
る
泰
守
知
ら
る
。
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は
る
》
る
の
は
己
に
は
γ
く
mm史
五
殺
の
第
一
、
一
一
一
紀
器
削
献
に
見
ゆ
ノ

O

宿
し
て
、
そ
の
は
川
本
政
誌
と
し
て
の
注
汚
以
後
年
に
し
て
・
丈
一
以

に
、
月
略
行
明
日
誠
に
妙
と
一
一
本
一
存
伎
と
い
ふ
は
、
新
時
第
一
、
綿
一
汗
絞
仁
の
出
向
仕
ま
い

一
日
五
十
歳
の
持
、

十
二
年
一
一
月

"'''-

の

一
幕
す
み
供
一
元
第
二
一
辺
々
と
ゐ
る
に
よ
り
で
知
与
る
。
然
る
に
天
保
一
一
一
年
六
月
十
二
日

札口

J
W校
内
弟
な
る
百
峯
焼
山
路
陰
に
封
し
て
、
改

、り一
2
w貯
巾
ゅ
の
り
。
不
治
の
品
川
V

磁
ゐ
る

て

の

f 

し
む
る

ど
な
れ
り
。
常
時
、
九
十
一
部
十
六
念
、
内
一
傘
、
一
五

錨
元
年
姉
川
役
に
去
る
山
内
山
を
移
り
，
論
賛
八
十
鈴
篇

'f脱
稿
山
す
り
と
敗
色
、
爾
鈴
の
部
分
の
み
な
ら
令
、
遇
制
の
務
抑
制
は
外
史
の
比
に
非
宇

し
て
更
に
幾
孜
定
な
認
す
る
や
論
な
し
。
七
月
七
日
中
川
漁
村
へ
の

干

w

は
、
僕
死
受
伐
に
で
整
現
著
述
議
論
は
大
ぷ
了
依
紀
事
は
死
後

に
で
る
し
れ
候
ほ
ど
に
相
成
wm
候
雑
炊
…
此
一
片
務
秒
、
依
然
天
欲
成
此
石
川
之
内
時
十
乎
伎
米
議
死
也
と
ゐ
り
、
又
七
月
二
十
七
日
藤
誠
に
拠
へ

死
生
有
命
久
僕
所
奴
先
ほ
悶
死
月
一
著
述
布
未
柊
品
特
例
府
総
有
十
依
少
一
答
者
先
得
促
耳
-BytpHん
ゆ
。
山
陽
一
か
子
と
し
て
球
々
な
ら

し
主
f

市
川
二
色
、

一了
t
/
t
i
l
-

ぎ
る
努
習
を
懸
け
し
老
母
に
先
立
に
ん
と
す
る

す
る
に
飴
ゐ
り

o
mし
て
外
史
成
り
治
議
総
を
就
す
久
し
と
撒
色
、
段
史
五
穂
の
初

;ltfj 
0) 

は
、
政
記
完
成
せ

F
れ
ば
未
亡
安
か
ら
一
5
4
0
る
の
ゐ
り
。
春
秋
は
笠
沿
の
妓
ひ
な
さ
手
笠
に
し
て
、
我
問
問
に
点
り
て
最
も
散
ら

5

る
ぺ
弓
か
ら
グ
る

と
間
山
幣
し
，
之
に
よ
り
て
彼
は
絞
説
全
切
に
せ
ん
?
と
芯
せ
し
も
、
熔
山
地
中
断
し
て
昭
公
に
一
企
り
て
又
止
む
o
m
M
蒋
秋
股

阪
稿
本

に
、
就
業
一
一
…
年
中
間
以
数
符
ほ
九
段
段
今
捻
子
一
民
一
本
ヤ
互
い
全
於
附
公
吋
一
舟
疾
作
将
一
一
一
一
日
持
不
起
自
問
此
事
不
終

mm
十
一
…
公
川
村
鈴
江
ハ
…
…
後

位
戎
有
知
一
品
川
者
以
十
推
二
一
訟
得
難
哉
と
あ
る

み
、
役
此
的
問
…
し
て
時
…
仮
に
哨
ば
庁
、
る
知
…
き
能
は
争
。
長
期
に
近
き
九
月
十
一
日
小
竹
松

陰
ヘ
持
筋
合
法
り
、
中
に
於
て
、
政
記
は
大
治
、
此
上
水
は

依
然
た
る
者
、
立
山
陽
北
パ
人
の
み
な
ら
ん
や
の
死
に
一
山
一
一
郎
し
つ
》
仲
訂
作
の
門
弟
念
総
り
に
塾
生
の
大
業
合
如
何
に
か
し
て
生
前
に
…
燃
終
砲

し
終
ら
ん
と
す
る
焦
成
を
思
ふ
持
、
山
内
憾
の
拘
栂
来
し
て
名
波
し
件
べ
け
ん
や
。
外
史
は
己
に
紫
翁
に
よ
り
て
体
ふ
る
事
セ
得
し
る
、
今
や

と
可
利
成
校
と
記
せ
り
。
同
月
作
、

日
本
政
記
稿
本
授
の
米
交
わ
な
一
読
ま
ば

兵
限
の
知
ぺ
口
増
翁
亡
く
し
て
政
記
の
将
来
守
日
比
と
Y

け
得
グ
ら
ん
と
す
。
今
昔
?
的
仰
し
て
何
ぞ
感
慨
な
さ
ト
ゲ
得
ん
。

か

h
k
y
h
a
、
、
み
よ
れ
は
は
f
J
弘的
γ

ふ
た
う

，
d
p
U
B
i
-
-
r
u
h下
正
ー
か

1
一，〆し

如
し

1m 
0支
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締
せ
る
結
果
‘
平
一
時
役
が
大
業
か
え
絡
に
就
か
し
め
得
七
る
に
非
宇
や
ど
の
疑
問
是
な
り
。
故
に
文
化
二
年
六
月
刊
明
武
一
兆
北
林
此
事
な
以
て

」
i
u
/

山
陽
に
問
ふ
あ
り
。
然
れ
ど
も
、
山
陽
に
よ
れ
ば
、
送
水
の
修
史
そ
の
る
の
は
見
る
べ
き
も
の
存
せ
グ
り
し
が
如
し
り
仰
い
‘
修
史
に
芯
め
り

し
父
の
影
轡
の
任
少
に

る
べ
き
は
推
測
に
難
か
ら
ず
る
ペ
し
。
か
~
化
一
一
年
十
月
二
十
六
日
叉
凶
暴
対
締
本
絹
芦
よ
り
来
持
ゐ
り
。

者
も
本
来
の
内
法
泣
を
お
れ

F
μ
と
の

川
一
れ
へ
蹄
符
す
る
に
常
り
治
序
あ
り
。

井
清
々
は
〉
公
じ
争
点
、
混
乱
ド
ペ
仏
、

J
ぬ
け
時
仏
i

比
一
よ
L

時
住
宅
じ
、
v
k
l
u
u
t
!
ょ
う
心
、
i
n
s
f
t

父
老
に
川
川

11 、

I~l 

殻
巧手、

同

h
1
/

。

吋

1

4

l

1.1主

)3 

れ
い
こ
示
、

7

1
I
4
h
μ

コ

修
史
、

タ
は
波
を
し
て
山
氏
一
記
守
秘
せ
し
め
北
パ
叙
培
法
の
ゐ
る
所

ぬ
と
い
ひ
、

う
で
川
仲
間
守
知
ら
せ
よ
と
め
り
。
山
陽
が
修
史
に

江
川
さ
二
ト
二
誌
と
七

L
ド
L
3
二
十
弓
1
、

1ι
甘
い
こ
九

ι

恥

~
J
ーか

~
7
/
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T
h
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G

一

/
i
j
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h
y
-
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h
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F
A
f
M
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せ
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、
し
。

a

g

-

-

ω

1

4

 

こ
、
午
い
ん
命
な
さ
恐
町
内
初
心

i
A
J
1
e
・2
n
ペ
t
・
斗
此
ゴ
4
/
ν

と
し
て
、
詩
史
鈴
命
、
大
日
本
史
党
按
の
併
究
巾
込
見
ゆ
。
二

3
診

Mwvq決
る
た
な
る
ヱ
一
111
、
一
丸
佐
ト
ザ

/
L
I
1
Q
7
1
/
p
a
j付日
y

，戸
J

J

，
J
U‘
ど

h
p
J
t
t
'
J
，/
J
1

唖こ
γ
月
よ
)
O

J
i
智

M
H
7
1

山
陽
一
一
一
十
八
歳
文
化
十
四
年
五
月
十
七
日
茶
山
へ
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、

茶
山
が
外
史
な
関
税
し
、

ヲて

3
e七
千
j
r
k
r
c
没

7
1
f

‘

rt
ふ
4
4
3
H
J〈

5
4
.
，

FLG出
A
V
J
l

る
事
一
貨
を
知
ら
る
。

中
に
於
て
、

近
一
文
士
山
在

北
絞
務
時
欺
服
喪
?
と
被
仰
紘
一
官
接
杯
身
一
一
シ
ミ
巾
役
一
号
じ
御
山
間
伎
と
ゐ
れ
ど
も
、
茶
山
が
、

史
傾
向
場
内
泰
時
会
話
溌
立
ハ
姦
と
い
¥
る
に
到
し
、

tJJ 
i場
ff 

、，

て
の
い
出
討
の
如
き
は
議
史
の
誌
に
沿
へ
る
怨
に
し
て

3

1
J

こ
父
J
H
h
h
.

仁

f

J

H

庁
、

t
i京
佐
一

j

↓

!
c
h

今
此

茶
袋
の
批
評
は
訟
を
拐
す
や
ー
と
疑
ひ
.
或
は
北
林
の
史
鋭
な
ら
ん
か
と
な
せ
り
。

山
陽
の
改
訂
る
、
茶
山
げ
か
誇
張
せ
る
殺
の
も
の
に
は
非
ゴ

る
に
似
亡
り
。

禁
立
政
元
年
又
茶
山
へ
の

に
も
外
史
論
交
の
校
関
を
求
め
て
、

第
一
可
申
上
義
は
奉
煩
倹
論
資
総
得
斗
御
究
紋
下
絵
哉

何
ι

学
生
一
向
精
一
例
所
注
よ
く
改
程
度
と
卒
存
伎
と
見
ゆ
c

四
十
七
歳
交
政
九
年
十
月
十
八
日
村
瀬
石
庭
へ
の
返
書
に
、

外
史
の
総
裁
に
つ
き

て
の
排
明
あ
り
。

何
十
一
月
一
二
十
五
日
小
竹
へ
の
書
簡
に
は
、

明
に
白
石
の
所
論
合
開
設
し
巡
し
さ
を
改
め
し
も
定
論
は
踏
襲
JT
発
れ
宇
と

し
苦
慮
せ
る
次
兄
ゅ
。

大
日
本
史
に
つ
き
で
は
、
之
を
賠
ふ
を
得
争
。
党
薮
に
よ
れ
る
が
、
そ
の
舟
背
後
に
間
関
以
来
第
一
大
地
(
と
讃
し
て
止
ま

字
。
又
一
仰
向
間
一
北
統
記
織
原
紗
の
如
き
も
併
せ
て
按
安
置
か
ゾ
ヨ
る
所
な
り
。

門
入
江
尻
姦
松
は
、

大
日
本
史
修
設
が
外
史
の
修
正
に
川
ゐ
ら
れ

ー日明 77-，，-

し
を
毘
撃
す
と
て
、
技
苓
本
を
作
り
‘
天
保
四
年
五
月
縁
起
を
記
述
せ
る
も
の
d

主
的
せ
れ
ノ
O

叉
、
一
夫
保
四
年
一
北
月
二
十
一
日
猪
飼
敬
所
よ
り

谷
一
一
一
山
へ
輿
ヘ
し
書
簡
に
、

外
史
は
十
年
前
余
が
一
関
'
三
日
ω
ふ
一
昨
年
盟
問
同
氏
記
迄
一
絞
め
り
一
連
議
溺
一
一
一
年
前
者
す
是
も
一
関
全
乞
候
:
将
又

一
前
年
記
前
の
著
述
に
や
本
朝
政
記
と
一
式
ふ
蓄
を
著
し

i
去
紋
護
持
の
後
門
人
に
浮
潟
さ
せ
候
一
昨
日
彼
門
人
見

郎
よ
り
山
陽
書
後



一一 78一一

を
間
開
設
二
各
を
一
広
し
疎
掃
を
校
訂
せ
ん
こ
と
な
乞
ふ
一
広
々
と
見
ゆ
。
山
陽
一
か
前
輩
に
建
著

ω校
側
問
中
」
託
せ
る
事
も
然
る
べ

な
り
。

八
月
大
惣
中
粛
の
沈
心
狗
刻
記
附
録
抄
に
山
陽
が
殺
り
し
詩
文
字
ぜ
入
刻
し
て
縁
起
や
}
述
べ
求
援
に
代
除
せ
し
が
、
外
史
修
正
に
際
し
で

先
生
読
史
管
見
な
貸
興
せ
る
事
情
に
及
ベ
り
、
由
来
、
山
陽
は
、

一
代
の
事
業
ぞ
完
成
す
る
に
多
く
の
人
の
裁
舎
に
借
り
、
部
し
て
前
議

同
友
の
勘
孜
に
結
く
を
惇
ら

F
り
し
一
挙
概
ね
お
の
如
し
っ
こ
れ
彼
が
他
間
人
の
嫌
怒
す
る
所
と
な
り
し
一
関
と
も
な
り
し
'
も
の
な
る
が
、
決

に
し
て
能
く
寓
世
に
重
る
、
》
大
業
合
成
し
得
七
る
所
以
却
で
こ
、
に
存
せ
る
む
忍
は
宇
ん
ば
ゐ
る
べ
か
ら
字
。

か
く
の
如
き
背
半
の
結
果
に
成
れ
る
山
陽
の
史
栄
一
聞
は
如
何
に
し
て
体
播
せ
り
や
。
交
政
九
年
十
二
月
二
十
七
日
、
市
河
米
庵
に
林
述
慌
の

々
の

序
す
〈
を
周
旋
せ
ら
れ
皮
旨
の
依
頼
に
つ
き
で
は
日
越
せ
る
如
し
の
こ
は
流
体
に
危
険
多
き
外
史
公
刊
の
織
選
と
し
て
、
林
大
問
中
践
の
序
か
け
}
求

め
し
の
み
。
封
建
治
下
に
あ
り
て
封
建
制
度
の
背
反
伝
説
き
‘
宛
も
時
の
W
F一
楼
者
を
開
設
す
る
が
如
き
論
史
ry
公
刊
せ
ん
と
す
。
闘
の
に
め

に
も
、
努
十
年
五
月
二
十
一
日
梁
翁
公
に
上
る
機
命
日
七
件
て
、
文

世
滋
の
に
め
に
し
て
琵
名
利
の
に
め
に
す
る
・
ゆ
り
の
な
ら
ん
や
。
然
る
に

政
十
一
一
年
来
月
そ
の
怒
綜
合
得
る
に
及
ん
で
、
公
刊
危
険
も
紀
一
会
と
な
れ
り
。
か
つ
て
は
幕
倒
に
参
じ
て
資
格
を
行
使
せ
し
定
九
日
川
合
し
て
、

股
兆
の
め
に
み
へ
玄
る
こ
と
ま
で
患
の
が
す
事
な
し
・
ひ
そ
か
に
お
も
へ
ば
ひ
そ
か
に
し
る
し
つ
。
と
の

推
す
る
鈴
み
り
。
山
陽
の
上
書
色
笠
に
一
…
一
日
外
に
背
夜
七
段
液
し

な
な
さ
し
め
し
山
場
)
)
待
出
い
や

1
l
i
-
-
4
・

ふ
る
る

h

う
あ
り
。
吹
川
'
L
d工、

e

，

f

、、
4

，λ'
'
F
E
n
-

、

う

ほ

し

い

r
p
b
h
H
1
J刀
)
係
吠

h
h
J
f
rえ

c一定時副削
t
L
i
v竹
じ
お
・
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資
の
非
難
は

そ
の
史
九
州
'T
好
ま
ゴ
る
一
事
及
び
史
的
学
は
笠
一
争
体
廷
の
殺
な
れ

九
ノ
パ
リ
ア
河
川
ニ
ト

:J

J

レ
M
M
4
3
H
H
H
J
1
4
2
3

却
で
政
記
に
向
け
ら
る
。
外
山
弘
前
記
の
表
者
自
身
の
定
見
は
、
波
誠
雑
誌
に
、

ば
私
児
合
以
て
古
人
全
可
一
点
け
す
べ
か
ら
字
、
山
間
仰
は
私
の
史
論
の
沿
に
史
資
合
的
論
す
る
も
の
ゐ
り
と
の
義
を
迷
ぷ
る
所
に
よ
り
て
知
る
べ

Jo
日
リ
ふ
1
4

↓
f
H
?

広
1
A

プ
1
j

、

7
1

日
J
K
L
H

二
J
I
A
J

一
}

久
米
必
堂
、
法
投
溌
清
日
本
外
史
詩
安
に
序
あ
り
。
中
に
於
て
、
十
一
日
野
の
朝
に
は
幕
府
な
I
u

・
宜
く
天
皇
医
記
を

立
て
¥d

以
て
反
況
を
示
す
べ
き
に
、
新
川
民
主
記

'r述
式
。
仙
川
…

ご
し
士
、
さ
リ
ミ
こ
川
刊
に
J

、

1
・

k
l
d
t
zノ
仁
s
h
f
t
如
w'rL

の
流
体
'f
欲
せ
し
・
も
の
な
り
と
の

後
す
る
な

mw
ベ
き
現
山
ゐ
る

小
北
史
f

ど
ハ
氷
莱
セ
広
一
加
し
、
外
史
は
家
一
米
な
る
セ
以
て
の
故
に
、
北
ハ
科
心

T
伸
ば
し
て
以
て
陶
光
合

る
所
ゐ
り
。
山
陽
が
如
何
な
る
私
心
な
以
て
新
川
氏
京
記
守
立
て
し
ゃ
。
問
題
の
市
町
黙
は
こ
〉
に
あ

れ
ど
も
、
山
陽
自
ら
外
史
例
♂
一
誌
に
識
し
、

り
。
例
一
一
政
に
よ
れ
ば
、
中
沢
以
遠
民
訴
…
来
濯
し
、
徳
川
氏
に
成
り
て
太
午
均
一
盛

ω治
を
致
す
?
と
な
し
、
今
生
の
ぞ
知
る
に
は
従
前
の
犯
乱

pr誌
に
す
べ
し
と
の
窓
を
述
ぷ
る
所
ゐ
り
。
中
世
以
遠
見
弟
一
米
一
患
の
一
一
品
欽
泌
す
べ
か
ら
宇
。
市
し
て
、
此
併
一
一
日
伝
説
む
者
、
す
各
よ
り
漸
次

隣
地
開
削
し
て
以
て
求
総
に
至
ら
ば
、
自
ら
能
く
徳
川
治
牡
の
意
味
合
知
ら
ん
と
の
一
事
な
る
が
‘
彼
此
怒
ふ
に
ち
陽
銀
リ
陰
抑
の
銃
一
十
法
、
決
し
て
徳

一-81一一

川
氏
じ
畑
ぷ
る
も
の
と
の
み
解
す
る
能
は
古
る
も
の
ゐ
る
に
似
七
り
。
担
、
新
阿
倍
川
の
関
係
に
つ
き
で
は
叉
自
ち
別
義
を
合
め
七
る
所
み
の

り
。
部
ち
，
綴
山
陽
光
生
一
夜
話
第
二
一
対
出
氏
の
末
文
に
、
然
レ
ド
モ
足
利
十
一
二
世
つ
乱
暴
一
一
終
リ
ア
、
コ
V

一
一
代
リ
ア
天
下
ノ
楼
ヰ
ノ
可

リ
、
太
平
ノ
業
斗
ノ
関
ク
者
つ
究
}
一
一
訪
問
ノ
支
流
一
一
節
ス
、
天
道
ナ
シ
ト
公
ブ
ペ
カ
ラ
ズ
と
沈
一
ぷ
る
所
に
よ
り
て
知
る
べ
し
o

悲
し
夫
れ
も

一
大
山
手
一
正
記
合
立
て
玄
り
し
所
以
に
至
り
て
は
、
外
史
A
A
f

一
総
武
内
部
訟
の
経
緯
Jf
叙
す
る
を
主
と
せ
る
に
よ
る
と
い
は
ば
又
論
な
か
る
べ
し
。

大
正
八
年
十
一
月
二
十
八
日
、
柴
原
吉
城
、
一
科
人
'
と
恋
人

1
i芸
者
総
山
陽
に
於
げ
る
所
誌
は
、
文
明
史
的
に
外
史
の
債
依

J

乞
切
な
ん
と

せ
し
も
の
に
し
て
，
こ
は
父
何
人
る
異
論
な
き
所
な
る
べ
し
。
勿
論
毒
自
坊
が
明
治
維
新
人
子
殺
想
す
べ
く
も
な
く
、
自
ら
維
新
の
原
動
力
主
主
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を
以
て
修
史
せ

Y
と
は
考
ム
可
か
ら

5
る
る
、

少
く
る
外
突
に
，

ら
ん
と
す
る
税
の

に
、
致
今
日
太
平
原
疫
之
的
と
い
ふ
よ
り
せ
ば
、
怨
川
氏
に
関
す
る
wm

か
ら
さ
る

ひ

し
、
式
門
一
や
治
天
下
五
是
極
其
盛
と
い

せ
る
に
似
に
り
。

三
に
し
て

か
せ
ら
る
〉
も
の
と
い
ム
も

鳴
-
ト
ド

'
L
γ
0

7
1
斗
吋
プ
セ
，

1γ 

i攻

徳
川
氏
減
亡
せ
ん
か
。
芥
び
武
門
政
治
許
す
べ
か
ら
宇
。
外
史
会
答
に
流
る
〉
純
一
料
こ
〉
に
ゐ
り
と
せ
ば
、
王
政
復
十
日
の
認
動
ば
北
ハ
中
に
指

f
z
H
こ
立
、
¥
し
千
戸
~
委
設
二
、

E
J
H・4

・長
ι
i
A
l
ノ
一
塁
ユ
ト
内
ミ
K
7
a
え
己
ご
京
司

4

4
子
持

7
L
P
ハ

L
M例ハ買
f
f
i
t
i
J
若
井
も
不
一
之
官
1・
世
話
-
イ
L
4

ぺ
高
]
キ
3

て一
5
る
を
得

5
る
所
以
知
る
に
見
る
べ
く
、
序
論
論
賛
不
服
(
他
交
問
、
品
川
将
段
微
難
一
一
…
一
口
之
情
一
帯
、

ル
マ
存
宇
佐

m術
仰
方
今
感
慨
係
之
と
あ
る
が
如
き
§
終
恕
的
じ
質
事
求
え
か
ら
以
て
律
す
べ
か
ら
ゴ
訟
も
の
め
り
。
封
建
治
下
に
あ
り
て
能
く

此
の
如
き
著
述
全
な
す
官
半
pfw余
せ
ば
、
今
日
の
治
決
に
於
て
兎
角
の
議
論
は
攻
て
な
す
に
鳩
山
え

5
ら
も
の
ゐ
り
。
仮
令
、
山
陽
'Mdh

罪
す
る

者
と
灘
、
こ
の
山
践
の
結
紳
必
ず
柄
ま
一
さ
る
も
の
な
か
る
べ
し
。
(
未
完
〉

体
と
め
る
な
見
ば
、

叉
新
川
川
氏
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